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離島における平和教育教材開発研究Ⅱ

一戦争遺跡 "西表島 ｢崎山望楼｣〃遺跡の実態と現状-

山口 剛史1 伊波 直樹2 山本 正昭3

AStudyofteachingmaterialsdevelopmentabou亡PeaceEducationinRemotelslands

-Possibilityofteachingmaterialseenfrom investlgationofactualconditionsof

War-relatedSites"IriomoteIslandSakiyamaBororuins"-

TakeshiYamaguchi,Naokilha,MasaakiYalllamOtO

1.はじめに

筆者は､拙著において戦争遺跡"西表島船浮要

塞"の現地調査から教材開発の可能性について述

べた｡その際､まとめの中で ｢まずは科学的な実

態調査からはじまり､そこに生き ･死んだ人々の

経験を重ね合わせることで､平和教育の素材とし

て､子どもたちに 『戦争とは何か』を問いかける

ものになりえるはず｣4と指摘し､｢学校現場にお

いても活用しやすいデータ､地図によるマッピン

グや写真 ･映像による図解､証言の整理や文献リ

ス ト､モデル教材など､これまでの研究をわかり

やすく整理することが求められている｣r'とした｡

船浮要塞をはじめとして､西表島にある職争遺跡

群に関しては拙著でも指摘した通り､いまだ全容

が解明されているとは言い難く､地元の人々の記

憶によってのみ場所が特定されているものも多い｡

そのため､保存活用のためには,引き続き詳細な

分布調査､現状確認調査が不可欠なものとなって

いる｡

2011年3月､幸いにも沖縄県戦争遺跡群細分布

調査を担当し､船浮要塞に関しても調査研究を行っ

ている伊波直樹氏､山本正昭氏とともに西表島船

浮要塞関連遺跡群の調査を実施し､詳細な実測デー

タや遺構の構造を明らかにすることができた｡

そこで本論文では､前回調査 (山口2007)なら

びに船浮要塞に関する調査研究の成果 (伊波 ･山

本2006)をふまえ､いまだ明らかになっていない

点の詳細調査を報告することを目的としている｡

特に､研究論文等で一切紹介されてこなかった西

表島崎山に残る通称 ｢望楼 (海軍監視所)｣に関

するついて､現地調査によって明らかになった現

状と遺跡の形状について報告するOまた本望楼は

日露戦争時に活用されたと言われていることから､

日露戦争期の文献より望楼建設の経過について明

らかにした｡本報告が､戦争遺跡保存､平和教育

への活用の土台となれば幸いである｡

2.先行研究にみる ｢崎山望楼｣

まず本論文で使用する用語について触れておき

たい｡調査した崎山にある ｢望楼 (海軍監視所)｣
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遺跡を指す場合には､｢崎山望楼｣とした｡理由

は､日露戦争時は ｢西表望楼｣と称され､アジア･

太平洋戦争期 (特に昭和16年以降)は､｢西表特

設見張所｣と称されており､住民も ｢見張所｣と

呼んでおり時代によって呼称が異なること､套銑後

西表の住民 (特に崎山､網取､船浮の方々)は

｢ボーロー｣とその地区を呼んでおり,現在でも

｢崎山のポーロ-｣といえば現地ではこの遺跡の

場所を指すためである｡

まず､先行研究における ｢崎山望楼｣の取り扱

いについてみてみたい｡戦争体験として ｢崎山望

楼｣に関する体験記録が詳細に記録されているも

のは､石垣市市史編集室編 『市民の戦時戦後体験

記録第一集』1983､竹富町史編集委員全編 『竹富

町史第十二巻資料編戦争体験記録』1996の2冊に

書かれた川平永美氏の体験である｡川平氏は､崎

山望楼にて空襲を体験しており､その様子も体験

談して記録しているのは貴重なものである.西表

島西部にある崎山､網取､船浮､白浜､祖納､千

立の各集落では､船浮要塞 (祖納､外離島､内離

島､サバ崎)､崎山望楼での軍作業をした住民が

多くいた｡体験記録の中で､崎山望楼に触れてい

るものは､船浮集落舟浮義雄氏 ｢また､崎山の俗

称 ･ボウロヤマには軍の監視所が設けられ､建設

中に二回はど奉仕作業に行ったことがあった｡私

たちは､子供だからレンガ運びをさせられた｡

遠足で施設見学 軍事施設が完成してからは､

海軍記念日の時､遠足で二回ほど施設見学に行っ

た｡施設は八角の建物で､大きな双眼鏡が二つあっ

た｣Gと興味深い記述がある｡はかには､網取集

落嘉弥真慶富民の ｢網取の南南西にある崎山の先

端に道路があり､そこに米軍潜水艦を監視する見

張り塔があった｡川平永美さんは､そこに詰めて

いたようで､空襲警報が発せられると網取までやっ

てきて､メガホンを手に 『警戒警報発令』と住民

に伝え回った｡住民への伝令は､昼夜を問わず空

襲警報が出ると行われた｣7 という川平永美氏の

行動を証言したものもあるが､その他は ｢外離島

での作業のない日は､崎山の監視所にも行ったこ

ともあった｣(網取集落山城スミ氏)などがある

だけある｡軍人による記録として船浮要塞に駐屯

していた鉄田氏による ｢『鉄田義司日記』補遺｣
の1943(昭和18)年6月1日 (火)に崎山村より

西表島南岸にある鹿川に向かう途中 ｢海軍望楼の

下を海岸沿いに船を進める｣8 という記述がある

のみである｡

そのような中､戦争追跡としての崎山望楼を紹

介したのは､元石垣市職員の松島昭司氏である｡

松島氏は､八重山侮日新聞 (2003年10月11日)､

八重山地区タウン誌 ｢やいま｣に､崎山望楼を発

見したルポを投稿している9｡｢望楼発見物語一亜

熱帯原生林を行く一上下｣と題されたルポは短い

ながらも､戦争遺跡発見の苦労が記されている｡

松島氏は平成IJl年9月に4度目の調査で見つけた

としている｡ここで貴重な成果となっているのは､

望楼跡のコンクリー ト基礎が見えるように伐採し

た写真を残している事である｡■0

写真(∋ 望楼発見物語上より

写真(診 望楼発見物語下より

6 竹富IllT史編集委員会編 『竹富町史第十二巻資料編戦争体験記録』1996 P.757
7 前掲苫P.795
祥竹富町史編集室 ｢『鉄EEl義司日記』補迫｣竹富町史だより第20号 竹富町史編集室 2001.9.28 P.LO
'松島2009｡
…写i7-は松島2009の写真を本人の許可を得て転載させていただいた｡
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